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米代)11は能代市で日本海に注ぎ、古くから県北の大動脈と

しての役割を果し、またその下流域には広大な台地が形成さ

れております。

国営能代開拓建設事業は昭和田年にこの台地を対象に開始

され、開田などの事業が実施されました。この事業予定地に

は多くの遺跡の存在が確認されており、秋田県教育委員会で

は本年度事業区域内に所在する上のUJII遺跡について、

に先立つて記録保存のための発掘調査を行いました。その結

果、平安時代の竪穴住居跡と土境のほか摺立柱建物跡、溝、

そして土師器、須恵器、緑粕陶器などの遺物が数多く出土し

ました。

本報告書はこの調査成果を収録したものであれ今後の郷

土の歴史研究と文化財保護に広く活用されることを望むもの

であります。

最後に、この調査に御協力し、ただきました東北農政局能代

開拓建設事業所、秋田県能代地区土地改良区、能代市教育委

浅内地区自治会をはじめ関係各位に心から感謝の意を

します。

昭和61年3月31日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長
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1 .本報告書は~営能代開拓建設事業に伴う上の 111 II遺跡の第 2次発掘調査報告書である。

2. 本報告書作成については下記の方々から御教示をいただいた。記して感謝の意を表したい。

(敬称略)

京都市埋蔵文化財研究所 梅 川 光隆

山本郡八森町立観海小学校教諭 工藤

3. 本報告書の作成にあたり、第 2章、第 4章第 1節の 1と第 2節の 1について

し、その他の章節の執筆は熊谷太郎が行った。

4.第 5章第 1節の「火山灰分析jについては、群馬大学教育学部教授新井房夫氏にお願いし

た。

5. 土色の色調の表記は(財)日本色彩研究所色票監修 『新版標準土色帳』 に拠った。

6. 本報告書-に使用した地閣は建設省国土地理院発行50，000分の1.東北農政局能代開拓建設

業所調整1，000分の 1地形図である。

7. 本文と実測図に使用記載した略記号は、ード記のとおりである。

81. . . .竪穴住居跡

8B... .掘立柱建物跡

8K.・・・土境

8KT・・陥し穴状遺構 (Tピット)

8D 

8R冊・・・土器埋設遺構
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t-l11節 発J問調子正にEEるまで

第 1章はじめに

第 1節 発掘調査に至るまで

よりおこなはれている 、米代川

に山林@畑地を開発する である。その 3，671 haで対象区域は能代市、峰浜村、

山本町、八竜町の 4市町村に及ぶ。事業は昭和51年に開拓されたが、これ

会は昭和153{1てから遺跡の発指調査及び範囲確認調査を実施してきたc その結果、

象或である浅内工l又には|二の山口遺跡が所在する 明 Ltこ。 遺跡の総面積は約131，

000m2で、その一部は昭和58年度に調査が行なわれているが、本年度はこれに引き続きーじ法等

で対応、不可能な区域について、記録保存を自的に、発掘調査を実施する事になったものである。

2節調在の組 織と構成

遺跡所在地 秋田県能代市浅内字上の山35番地位

調査期間 昭和60年 8 月 1 日 ~10月 31 日

調査対象箇積 4，000m' 

調査面積 4，270m' 

調査主体者 秋田県教育委員

調査担当者 熊谷太郎(秋田県矧麓文化財センター

準(向

調査事務担当者加藤 進(秋田県埋蔵文化財センター

佐藤健( 向

調査作業員 同口七左衛門@武田憲-.武田良治@原田吉一郎@原田国郎・原田淳

事務補助員

整理作業員

田 誠.C 原 田 忠 治 e 原 田 富義 e 原田政五郎 e 原田正鐘@平)11 義雄

安宅和子 e 梅田 キノ e 大高多智子@大高久子ー加勇田節子@小林手j]子

明子・鈴木カツヱ@鈴木トキヱ・ テツ@田口ミチ子@武

武田 ツマ・武田フジヱ@武田 ミツ@武田 ミヲ・田口 ツナ・ i丑村ウメノ

テツ子・畠 悦子・品 -原III イキ・原田 キサ@原a セツ

原田 @原田トミヱ・原田 ヒデ@原田 弘子・原田 フミ@平川 アノレ

平)11 ヒサ・平川 ヒメ・平川 政子・保坂 タカ・ !JJ11康 ヒ→ナ

光子

荒)1 @大西 @奥山 . 同 @小松郁子 e 坂本

- 1 



調査協力

リヱ・高田由里香@高橋千加子@高相11 良子・原 真由美@森)I I 怜子

森元てる子

東北農政局能代開拓建設事業所、秋回県能代地区土地改良区、能代市教育委員

浅内地区自治会
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第 l節遺跡の立地

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡 の立地

1 地理的位置

上の山遺跡は能代市浅内に所在し、おおよそ北緯40
0

9 f 30"、東経140
0

1 '40"の位置にあり、

国鉄奥羽本線東能代駅から直線距離にして南西約 4.5kmの地点にあるむ米代JII河口は北西へ6.

5km、西 3kmで、日本海へ出る。

遺跡地は能代市立浅内小学校の裏手の標高30mほどの平坦地にあれ昭和58年度に調査され

た上の山口遺跡とは連続する同ーの遺跡と考えられる。現況は畑地と原野である。

2 地形，地質概況

遺跡をとりまく地域は出羽丘陵の北寄りの部分に位置し、東から 1 標高300~400 mの七鹿

山山地、房中山山地、 2 標高300m代の羽立丘陵地、 100m代の捨山、山本丘陵地、 3志戸橋

野台地、成合台地、 4 浅内海岸低地、日本海岸砂丘地からなれ山地@丘陵地 e 台地低地の

三段化した横断形が正しくセットされている。

台地地域は米代川下流右岸台地と一対をなして存在し本州、日本海斜面地域の中では最も広

大な台地地形地域をなしている。米代m以南、二三種jii jj、北に発達するものとして北より志戸橋

野台地、豊岡台地、金光寺野台地、成合台地、大曲台地があげられ、上のUIII遺跡は成合台地

上にある。この台地は東の鵜川川低地、西の浅内海岸低地との問に南北方向に挟まれ、赤褐色

の均一な見状中粒砂より成り、武蔵野相当面と考えられてしる。土壌統は大部分が表層腐植質

黒ポク土の大JII口統であるが、遺跡地は野々村統に属し表層地質は砂がち推積物である。

成合台地の東西南北の四つの縁辺をリング状に取り阻む面は西の大曲台地面によって代表さ

れ沖積低地面からの比高10m、立川面相当の侵蝕面である。

浅内海岸低地は西は日本海岸砂丘、東は成合台地の背斜部の西翼の西緑を南北方向に南能代

逆向き断層によって切られている間に挟まれていてl福1， OOO~ 1，500 mの低平な海岸低地である。

この中にある浅内沼は日本海岸砂丘地伏流水の噴出による湖沼である。

日本海岸砂丘地は最大幅1，700 m Vこも達し、

呼ばれる。

のクロナス層を挟む累重砂丘で能代砂丘と

参考文献 秋田県『土地分類、基本調査森岳・羽後浜田~ 1984(昭和59年)

-3-
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第 2節歴史的環筏

第2節歴史的環境

能代地方には広大な台地地形が発達しており、この地形を利用して営なまれた遺跡は数多い。

米代)11右岸の東雲台地で吋縄文時代のものとしては全国最大規模の竪穴住居跡が発見され、国
(註 1) (註2)

指定史跡となった杉沢台遺跡をはじめ、やはり縄文時代集落跡である館下遺跡 I 中世集落の
(設3)

中田面遺跡などが特に人口に捨突している。
(註4) (註5) 

米代川左躍では槌文晩期の柏子所貝塚や、八竜町萱刈沢只塚などもやはり台地地形の末端部

に形成された遺跡で、数少い本県の貝塚遺跡として重要な位置を占めている。

こうした台地の再利用を計って国営能代開拓事業が行なわれてきたので、あるが、この事業に

伴う発掘調査は今年度までに16ヶ所、約60，000附余に及ぶ。
(註 6) 

昭和58年度に調査した比掛沢II遺跡、上の山II遺跡は今回の調査地点に隣接する遺跡で、そ

れぞれ!日石器時代、平安時代の遺跡である。殊に上の山 II遺跡は年代的にも今年度の調査内容

と一致し、地形的にも連続することから、同時期の連続する集落跡と考えられる。

海岸部の遺跡の場合、殊に梅岸線の動向とそれに伴う砂丘の消長を考慮に入れる必要がある。

今年度の上の山口遺跡からはわずか 1片であるが縄文前期円筒下層D式土器が出土しているが

この頃の縄文海進時には台地下の間道 7号線付近や沢自にも海水が侵入していたが、あるいは

沖積作用が進行中の状態ではなかったかと考えられる。

能代砂丘内にも砂丘形成停止期の堆積であるクロスナ層が観察されるが、この中から遺物は

検出されていないらしい。しかし男鹿半島南部の秋田砂丘では少くとも縄文後期j初頭から遺跡

が見られ、これに続く弥生、平安時代の遺跡、もクロスナ層に包含されており、この状況は能代

砂丘から続く半島北部砂丘でも同じであるから、能代砂丘においても今後砂丘内のクロス

中からこれらの時代の遺物が検出される可能性はあるであろう。上の山口遺跡からも出土して

いる後期初頭の土器を使用した人々の生活舞台は前期よりもはるかに西へ延び浅内海岸低地か

ら日本海岸砂丘地へと及んでいたものと推定される。

弥生時代の遺跡は少なく、真境地、比掛沢遺跡で古手の土器が少量出土しているのみである。

しかし平安時代に入ると遺跡は増加し、 J二の山口遺跡のように大規模な集落の発達が見られる。
(註8) 

大館遺跡は野代営擬定地ともされる。

檎山安東氏の居城檎山城は壮大な山容をもっ中世域舘で国指定史跡となっている。金山館も

この頃の遺跡で昭和59年 .60年度に

-5-
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よって発掘調査の手が加えられている。



第 2章遺跡の立地と環境

住 1 秋田県教育委員会 『杉沢台遺跡・竹生遺跡~ 1981年(昭和56年)

注 2 秋田県教育委員会 『館下 II 遺跡発掘調査報告書~ 1978年(昭和53年)

注 3 秋田県教育委員会 『仁!::I田商・重兵衛台 1• II ・根洗場遺跡発掘調査報告書~ 1980年(昭和55年)

注 4 秋田県教育委員会、能代市教育委員会 『柏子所貝塚第 2 次。第 3 次発摺調査報告書~ 1966 

(昭和41年)

注 5 八竜町教育委員会 『萱刈沢貝塚』 1979年(昭和54年)

注 6 秋田県教育委員会 『比掛沢遺跡、上のiJlII遺跡発掘調査報告書』 1984年(昭和59年)

住 7 秋田県教育委員会 『真壁地遺跡、蟻の台遺跡発掘調査報告書J 1983年(昭和58年)

注 8 能代市教育委員会 『大館遺跡発掘調査報告書』 1978年(昭和53年)

在 9 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 1981年(昭和56年)

注10 能代市教育委員会 『金山館発掘調査慨報』 1985年(昭和60年)
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第 4国 上の山口遺跡地形@調査区位置図
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~f;卒 発JlHi;訪日tの概姿

第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

昭和56年11月に範臨確認調査が行なわれ、遺跡の総面積は約13，000m'と判明した。

遺跡は、米代川左岸から隣町八竜町、山本町にかけて発達する広大な台地の北東縁部

する。標高は30-----34mで沖積地との比高差は約15m 。遺跡の北には肥沃な沖積地がひらけーて

おり西方には日本海が間近にせまっている。又、南側はふかく入り込んだ谷地で、付近にはj雨水

が認められる。遺跡周辺の現況は畑地、草地及び山林である。

本年度調査対象区域は、草地及び対H地となっており、畑地の一部は過去に開墾が行なわれた

ため地山面まで削平されている。 地形は西か 向かいやや傾斜しており、南側は沢地に国

してし、る。昭和58年度調査の上のLUII遺跡は、本調査i互の東南約150mの所に隣接する。

遺跡の基本土層は 1層が黒褐色土、 2}習が軟質の黒褐色土、 3層はf1者褐色土である。深さは

東側が畑地として利用されているためやや浅いが、他は40-----60cmで、ある。 は褐色のロ

ム層で30~50C m続き、その下はローム十砂層。砂層@ となる。

第 2節調査の方法

グリット方式を用いて調査した。

グリットは調査対象区域に40m X 40 mの大グリットを設定し、これをさらに 4 m X 4 m 

の小グリットで細分した。グリットはいずれも南北方向に算用数字、東南方向にアルファベッ

トを順列させ、東南隅部の合致記号をそのグリットの名称とした。名称は大グリット

L A • MA  • N A...・・・・盆・、 南北方向は、 40 e 50 e 60・・・・・・・・・戸なる。 小グリッ トは大

グリットを10x10に分割し設定する事から、東西方向は、 LA& LB • LC.........、南北方向は、

40 • 41 • 42.........となる。

第 3節調査 の経過

調査期間は昭和60年 8 月 1 日 ~10月 31 日である。

8月 1日、調査開始、浅内部落の集会所で作業員と打ち合せ。調査の 131j句@方法及び諸連絡

-8-



~1 i1jj 司司交の絞i!0

し、遺構 e 異物等の調査事例をスライドで説明する。午後調査区の下メIjり及び杭打ち作

業を行う。 2日、組掘り作業開始。表土が比較的うすい西側区域より行う。 5目、表土の厚い

東側区域を中心に、重機による表土除去作業を行う。 除去は異物包含層である表土 2層を削平

しない様、調査員立会いのもとで行う。 8日、晴天が続き暑い。竪穴住居跡@溝・土墳が検出

され始める。 12丹、ベルトコンベアーを用い南側区域から粗掘りを行う。 15日、調査区の南側

で東一西にのびる溝を検出。 20日、調査区の中央i又域で、表土)書 2層まで掘りドげたところ焼

こしが広範囲にわたって散布しているのを確認。精査するにつれこの面で掘立柱建物跡が検出さ

れる。 22日、建物跡周辺に竪穴住居跡@土墳が多数検出される。 27日、組掘り作業と平行しな

がら、遺構の精査を開始する。

9月2日、 8I07竪穴住居跡の堆積土より火山灰を検出。{也の遺構についても火山灰の混入を

しながら う。 12目、雨降りが続く。 20日、調査区の約60%の粗掘り終了。順調に

している。遺構はほぼ全域にわたって検出されているが、その中でも特に調査!互の中央区

している傾向がみらhる。

10月2日、調査区の東端に竪穴住居跡が検出されたため、東側をさらに拡張する o 4日、拡

張部分よりさらに 1軒の竪穴住居跡を検出。浅内小学校 4年生見学に来跡。 14日、遺構の精査

と実測を急く o 16日U金問小学校教職員、見学に来跡。 21日、粗掘り作業終了。調査区全域に

ついて再度精査し。とり残した遺構がないか礁認作業を行う。 22日、調査区南端で‘新た

住居跡を l軒検/Jj0 28目、遺構の精査をほぼ終了。 30日、遺構の実測及び写真撮影を終了。県

教委文化課富僅泰時学芸主事来跡。 31日、

-9-



第 3意 発J応調交の慨要

問。，h守，au 
勾

ι3
 

一

一

喝

J

H

M

T

 

M
 

&
R
 

pu 
必

l
M
 MAf5 

H=32.672m 

MA54 

黒色土(lOYR封)

M7  A51 

H=32.672m 

Mヂz

一 唱

2 

3 

H=32.672m 

10 

村=32.672m

Mヤs Mヂ7

Hェェ32.672m

M
l
 

M
 

mi 

対=32.572m

同ー

H=32.672m 
Mヤ2

1 .黒褐色:ト:(lOYR%)

2. " (lOYR封)
3. IJ{H!s色ニiニ(lOYR%) 

第 5図上の山 II遺跡土層図

-10-



60? 

59・ A 

5005 

/ 53+ 500/ 
円

。
5K32 

/ 1I I1 
52 

51 

5KT02 

(
川

ω50 

43 

ο 

-岬-

一一一一一一二二二

。

58命

32剛 m卜¥ r、与
。

5K31 

5114 

n 

広一」
。
5K43 

54 
LJ!;;pベ

q 
34.000m 

。
竹~~ .~努 i

S帆26 μ) r 「、)l/ 

嗣』、部司 。
1 / "" /1 11 5109 

。。
48y 

11 j 

『ヤ響下/-。 。
6ら

11 ~ 
M Uνaa 。S附SlO79  

。H

。¥ 46+ 以川 j

4sl ~刈 。
¥ ト~I 5附~ ~ I! ¥ 

44 

。

-♀(30 

Q 。。
• 

5801 

5804 

3"・・m

。S附

¥ 

~ 
。

• 
5006 

。

。

6言P
C 

~ 
~ 

一 -_ 
¥ 

5001 

5003 

42 Q些空

41 

NA 
舎一--------+ 

MJ MI ME 
-.-
MD 

合

MF MH 
曾-

MG MC 
。
MA 

寸-

LJ MB 

第 6図上の山Il遺跡遺構分布図

安例

ι

・，a-L
 

LB 
+-
LH LG LC LE LD LF 

• 10m 

11 . 12 



第 4章調査の記録

第 1節 縄文時代の遺構と遺物

1 土器埋設遺構

SROI土器埋設遺構 (第 7図 図版15)

L D41グリ、ソド地山上の褐色士面でト確認した。長径106cm、

短径76cmの橋円形を呈する掘り込み I)~ の西側に深鉢形土器を

逆位に土早田設してし、る。掘り込みは東側が深く 20cmほどである

第 1Tii i，1!i幻lキ代の泣情と造物

/ノ A'

A'--

が、土器のある西側は10cmほどである。土器は沈線文を主体 A一一 一一/'¥'

とする縄文後期初頭の土器で、細かく破砕しており、明 一司ミ=::___7
. )J主音r~は検出されなかっ 740 o 1 m 

2 遺構外出土遺物
1I I I I 

( 1 ) 土器 (第58図)
第 7図土器埋設遺構

1は円筒土器の頚部で口縁部を欠く。頭部と胴部を区切る i惰5mmほどのj径帯が 2条あり、こ

の間に角ばった事IJ突文が 3.-.._5 mm 間隔に密接して並列している。隆帯よりも上位には左傾する

斜縄文がわず刀ミに観察される。色調は褐色を呈している。円筒下層 d式土器であろうと考えら

れる。 2~6 は深鉢形土器の破片で、 2 条あるいは 3 条単位の沈線文慌が描かれている。沈線

文には什 って平行するものと弧状をなすものとがある。縄文は施されておらず、色調

し、し灰褐色を呈している。後期初頭の卜腰内 I式土器で、ある。 7は口縁部が

し、体部は丸みを帯びてすぼむ浅鉢形土器で、口縁部vi山形状突起となる。頚部に 3

条の平行沈線が施される{也、口縁音I~及び内面にも 1 条の沈線文がある。該面には沈線内に貼癌

が見られる。精選されたJJ台土を用いており、色調は両面ともに明るい黄褐色を呈してし、る。晩

期終末期の大洞A'式土器で、ある。

( 2 ) 石器 (第58図)

8は凸某有茎式の石鎮で両市加工が施され、断面は凸レンズ形を呈している。基部に天然ア

スフアルトの付者が見られる。 9は両面加ょにされ、周縁部の全体に細かな調整担j離が施されて

いる。先端が細く尖り、この部分が使用によって磨滅している。 10も両面加工された石器で、

先端部分が錐状に尖っている。 11• 12は縦形石匙、 13は横形石匙で両面に大きく剥離面を有し、

側縁や刃部及びつまみ部に調整がくわえられている。

-13-



第 4:4't 話M1ttグ〉記録

第 2節 子安時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

S 101竪穴住居跡 (第 8図 図版 8) 

確認商 I L C46・ιLD46 • 47グリッドの地山両で確認した。

S 1 02を切って構築している。

西壁 556cm、北壁475cmの方形で、面積は24.7m2である。

細かな凹凸が少なく平坦で竪い。北西偶と南西偶で、は約20cmの高低差がある。

南側が最も高く、 40cm前後の高さを測る。全体にわずかに外方に傾斜して立

ち上がり、しっかりとした作りである。

みほぼ完全に見られるが、北@ く検

出されない。 11I高 10~20cm深さ 5 ...，____ 10cmで、ある。

ピット I P 1 • 29cm、P2 • 26cm、P3・38cm、P4・9cm、P5 • 69cm、P6 .34 

cm、P7 • 47cm、P8 • 8 cm、P9 • 32cm、P10 • 53cm、P11 • 30cm、P12

e 9 cm、P13 • 29cm、P14 • 48cm、P15 • 9 cmの深さである。このうち、 P

1~3 ・ 5 • 7・10・13・14は、柱穴であると判断される。 P4 • 8 • 12ifこ

は焼土が入っていた。

カマド !東壁の北寄りに付設されてし、る。煙道は短く、外方に急激にすーち上がる。袖

は南側とも良く残存して入るが、天井部は崩落している。丙袖問に比較的広

し、範凶で焼由刀:見られるの

なし

遺物 |制図) ト 6はよ師器杯て:， 7岬手の高台白川る o 8は紘紬輪花

腕で10批紀後半頃に限定される。 9は土師器室の!底部、 10も土師器斐で外出ー

にタタキ El を有する。 11~22はニi二師器斐口縁部、 23" 24は砥石で、いずれも

4面が研磨されている。 24は自主主擦を利用してし、る

床111.rR:吉山こ 2f闘の t窮状の問みがある。し、ずれも底面壁面ともに九みを借び

竪くはない。堆積土の観察から、人為的にi哩土した形跡や床と同ー面での貼

床等がなく、住居内の施設として住居と同時に使用されたものと考えられる。

- 14-
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第 2節 平安11寺代のi主椛と遺物

三~
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第 9図 S 101竪穴住居跡出土遺物
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第 4主主 調:~tの記鈴

S I 0 2竪穴住居跡 8図図版 8) 

確認面 L D47 • L E 46 • 47グリットの地

山面で確認した口

東半分を S1 01によって切られて

いる。

る西壁は400cmあり、

2 

学
J

問
明
二
一 に立ち上が

10図 S 102竪穴住居跡出土遺物
っている。

幅15cm前後、深さ 5-，__ 10cmで、 3壁とも されてし、る

ピット I P16・30cm、P17 • 42cm、 P18.13cm、P19 • 35cm、P20 • 39cm、P21 • 32 

cmp、P22 & 13cmの深さである。このうち30cm以上の深さを有する P16・17

@19~21が柱穴であろうと考えられる。

カマド i検出されていない。

炉 iなし

遺物 I (第10図) 黒褐色を呈する球形の土錘 2点が出土した他は土師器の小破片

が出土したのみで、ある。

備考
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務:2iliii 平安il寺代のi宣依と遺物

S I 0 3竪穴住居跡 図版 8) 

確認面 L J 44 • 45、1VIA 44 • 45グリッド地山面で確認した。

重複 南壁が SK47によって切られてし、る。

平面形@ 東壁338cm、Mヨー壁294cmの方形で、面積 9.6 m'である。

は黒掲色土。カマ 1"前面の方形凹み部分には褐色土が多量混入。

床面 ほぼ平坦であるが、カマド燃焼部の前が、 200x 130cm、深さ 8cmほどの範

国で低く掘りドげられている。 方形の出み部分は特に堅くしまっている口

壁 西側はやや緩やかであるが、他の壁は垂直に近く、高さ約10cmo

各壁に認められる しない。 I隔10~15cm 、 さ2cmと浅い。

ヒット P 1づ Ocm、P2 e 12cm、P3ぺ付n、P4 • 25cm、P5 • 15cm、P6 .不

明、 P7 • 24cm、P8 • 13cm、P9 • 14cm、P10 • 35cm、Pll~ 16cm、P12

• 16cmの深さであるりこのうち Pl----8までが柱穴である。 P10 c 12には黒

色土@褐色土が堆積している G 住居に付随するものと考えられる。

カマド 北壁の東寄りに付設。袖は長さ45cm、両袖の111高75cmで、地山土を利用して形

成。燃焼音防ら煙道部に治けての底部はほぼ平坦で 煙出し部に至って門

に[ulんでいる。北壁から煙出し部までの長さは110cm。

炉 なし

遺物 (第12図) 1は須恵器高台付血で床面からの出土である。 2は土師器杯、

3 vìi:mn@~ーである 4 e 5はカマド慨一一|

支脚で同一個体と思われる。

4 

5 

ιム_L_j II I I I I 

第12図 5 103竪穴住居跡出土遺物
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第4挙調2まの記録

S I 0 4竪穴住居跡 (第13図 図版.8 • 9) 

確認面 1M…5、MB45グリッ同地中検出した。

北壁に SK09土壌が重複する。土壊の方が新しい。

e 間援ともに 340cm、南壁 310cmの方形で、面積1O.9m'である。

ほぼ平坦であるが、東壁ぎわが若-f高まりとなっている。床下に大きな楕円

形の落ち込みがあるが、貼床はなく、特に堅い筒所もみられない。落ち込み

は掘り下げた結果遺構ではないと判断されたG

壁 |北援が極めて低く 2cmほどしかないが、他は10cm以上の高さを有し、

名々 さ10cmほどで、

物の痕跡が並列する。

ピット I P 1 9 27cm、P2 o 28cm、P3 • 19cm、P4 e 2Llcm、P5 "22cm、P6 • 14 

cmの深さでP1.5.6は柱穴と昆て確実である。北西隅には柱穴がないが

壁外にほぼ問規模の P4があることから P4がこの位置での柱穴であろう。

カマト♂ I 2基あり、南壁のものを第 1号カマド、東壁のそれを第 2号カマド、とする。

第 1号カマドは南壁の東寄りの位置にあり、壁外に 100cmほど出ている。カ

マド底部は燃焼部から煙道部にかけてしだいに低くなり、ピット状に凹む煙

出し部から急激に外方へ立ち上がる。袖 e 天井部は残存しない。第 2号カマ

ドは地山士を利用した袖が残存し、この聞に土師器杯が置かれてし、る。燃焼

部から煙道部にかけて緩やかに立ち上がり、煙出し部はピット状に凹んでい

る。第 1号カマドの燃焼部焼土が、右側袖のれこ入り込んでし、ることや、カ

マド自体の保存状態から第 2号カマドは第 1号カマドよりも新しいと言える。

カマド燃焼部内の上を舗にかけたところ炭化米 2投を検出した凸

炉 |なし

遺物 I (第凶1) 1は全体に薄手であるが土師器翠の下半部である o 2は第 2号

カマドの撚焼部から出土したフイゴ羽口である。

備考 i第 l号カマドの北側に SB05掘立柱建物跡に関連する符がある。この溝に連

絡すると考えられる溝が SK09土城東側から延びており、これらは本竪穴住

居東壁付近を通るものと推定できる。しかし住居確認面ではそれを検出でき

なかった。このことは住居の掘り込みが掘立柱建物跡よりも新しいという根

拠となり得るかも知れないが、断定はできない。
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第 2節 平安11寺代のi室織と遺物

S I 0 5竪穴住居跡 (第15図国版 9) 

確認函 L J 41・42、MA41・42グリッド地山両で検出た。

S K 12 • 35、SD05が壁や堆積土を切って構築されている。

平面形@ 東壁540cm、南壁456cmの方形で面積22.5併である。

床面 地山の傾斜にかかわらず、全体がほぼ平塩である。 SD05が床を掘り込んで

入る。カマド周囲を除き僅めて堅くしまっており、南側の一部には地山褐色

士による貼床痕跡が認められた。

壁 し、ずれも垂直にj互い立ち上がりを 地山が南側に傾斜して低くなるため

壁も南ほど低く 5"'--' llcmの高さであるが、北壁は40cmほどある。北壁が SK

12vこ、北西コ ナーが SK35西壁および南壁が SD05によって切られている。

'1高 10~14cm、深さ 4~10cmで、四壁に全周する。

ピット P 1 盛 43cm、P2 噂 12cm、P3 • 42cm、P4 " 2 cm、P5 ;> 40cm、P6 毒 35

cm、P7 e 25cm、P8 • 42cm、P9"17cm、P10 .. 19cm、Plle 30cm、P12 

• 23cmの深さである。四隅の P1 0 3 0 5・6は柱穴であろう。他に P2 e 

8も柱穴かと考えられる。 P4 • 9 • 10 • 12には焼土及び炭化物が含まれる。

カマド 東壁の北寄りに付設されている。保存状態が良好で、袖部の石や煙道部χ井

が残存する口袖は地山土と褐色土を用い、芯として角礁を使用している。煙

道部の!底部はほぼ平担であるが揮出し部がわす冶ミに下降するの煙出しはほぼ

に立ち上がり、内部に棄とフイゴ羽口の破片が残る。壁から煙出し先端

部まで;'80cmある。カマド燃焼部内の土を飾にかけたところ炭化米 1粒を検出

Ltこ。

炉 なし

遺物 (第16図) 1 は土師器杯でカマド煙出し部から出土した。 2~6 は土師器

護で 2・3はカマド燃焼部からの出土である。 3の内面はハケメ外国はハケ

メよりかなり目の荒い木口状工具のナデが施されている。 4 • 6はカマド煙

出し部から出土した。 7は管状土錘でカマド煙出し部から出土した。

備考

一訂一



第 41;'[ W，~交の記録

一~一時'¥
」ー

-¥_一一νη 
門

フ?)

3 
。 10cm 

第16図 S 105竪穴住居跡出土遺物
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第4章樹液の記紋

S I 0 6竪穴住居跡 (第171翠 図版 9) 

確認面 I ME43 044グリッド地山面で確認し

fニO

なし

平面形@規模 l南抵316cm、東壁300cmの方形で、

面積 9.8肘である。

。 5 cm 

床面 北半部が約10cmほど低くなっている。
第18図 S 106竪宍住麗跡出土遺物

この凹み部分は南側よりも堅くしまっており、

かし寸っけの痕跡と考えられる。

。コ Jコ

床から外j]に傾斜して立ち上がり、 30-----40cmの高さを有するしっかりとした

"7 

'::Jo 

ピット 1 P 1・20cm、P2・14cm、P3 • 21cm、P4 .11cm、 P5 • 18cm、P6 e 8 

cm、P7・20cm、P8・24cm、P9・29cm、P10・19cmの深さである。この

うち P1・3 • 5 ~ 10が柱穴である。

カマド l東壁北寄りに付設されている。保存状態が良女子で袖に使用した石や、煙道部

天井が残存する。底部は燃焼部がわず、カミに出み、

てしだいに{尽くなり、煙lTi っし

ら煙出し部にかけ

に立ち上がっているむ

煙道部はIjJ高30~40cm、掘り込み40cmで、内部は硬質化しており、東壁から煙出

し先端部までは110cmある。

炉 lなし

遺物 I (第18図) 土師器杯の底部で、内面が黒色処理されている。

備考

- 30-



第 2 節平安J1~j' 代のi:!'í: f，Y~と j克物

S I 0 7竪穴住居跡 (第19図 図版 9) 

確認面 11¥:1 E 46・MF46グリッド地山面で確認した。

北側で S108 G S X06を切って構築されている。 SB 10との新!日関係は不伴

東壁360cm、北壁355cmの方形で、面積12.2m2である。

堆積土中に火山灰を検出した。火山灰は住居中央部では床面直上に塊状とな

り、壁付近では斜位にレンズ状に堆積する。住居廃絶後に埋土が流入し、完

しきらない段階で、火山灰が流れ込んだものと考えられる o I~I~I央部で

は5cm、壁付近では 2cmほどの層厚である c

全体に平坦で、特に中央部が堅い。しかし、 S108と

ある。

部分は軟弱で

北壁と四壁が20~25cm、東壁が 8.--16cmの高さでiまぼ垂直な立ち上がりであ

-? 

{Jo 

i1I面20cm前後、深さ 6--10cmほどで四壁を全周する。

ピット I P 1・38cm、P2・37cm，P 3・4帆 P4・37cm、P5 .38帆 P6 .31 

cm、P7・36cm、P8 • 35cm、P9 • 14cm、P10.27cm、Pll・12cm、P12

• 37cmの深さで、 Pl--8が柱穴と考えられる。 P10は最大径95cmの土境状

遺構で褐色土が堆積している。

カマド |東躍の北寄りに付設されたらしし焼酉と、壁外に焼ょが見られた。右側袖

はわずかに残っていたが、北側11Rは全く残存しなかった。煙道部・!煙出し部

ほ検出されず、これらがほとんど壁外に出ない形態のものと考えられる。

炉 |床中央部に30x 20cmの範|却で、小規模な炉が設けられている。

遺物 I (第20図) カマド付近から土師器饗(5 )の破片が出土した。

備考

- 31 



第4Ji;f 調査の記録

S I 0 8竪穴住居跡 (第四図 図版 9) 

確認面 1 ME47グリッドの黒褐色土面で検出した。

南側を SI07によって切られ、北西隅を SK26に切られている。 SB10が本

住居跡とほぼ同--位置に同規模で重複する。西壁では外方20--._.，25cmほと守離れ

てSB10の溝があるが、他の壁では、ほとんど密接する形となっている。

平面形@規模 l西控似 cm、北壁406cmの方形で、面積18.2m2で、ある O

床面 |全体的に平坦であるが、わずかに東側が低くなる o S I 17が床面を掘りドげ

ている。

壁 l地山が西から東へ向って傾斜しているので、壁の高さは西壁が最も高く 30cm

ほどある。垂直に近い立ち上がりを示す。

壁溝 |四壁ともに検出さわるが全周しないo111Eは狭く 8-----15帆深さ 5-----山 mo

ピット I P 13 e 33cm、P14e 20cm、P15"28cm、P16"29cm，P17e35.7cm、P18ei

29.5cm、P19 e 37cmの深さで本住居跡の柱穴と忠われる。南壁中央部には確

認できなかった。 P20，____，22はそれぞれ31cm・43cm• 13cmの深さがあり、中に

焼土が入っている。 P23・13cm、P24・26cm、P25・17cm、P26・10cm、P

27リ Ocm、P28・21cm、P29・28cm、P30・18cmの深さがある。 P26は重複

する SBIOの柱穴と考えられる。

カマト♂ |東壁南寄りと北壁東寄りの位置に 2基付設されている。前者を第 1号カマド

後者を第 2号カマドとするの第 1号カマドは地山士と黒褐住土の混合した持i

部が約20cm残り、煙道部は幅30cm、でー壁外方へ87cmのびている。底部はほぼ

平坦で煙出し部に至って緩やかに立ち上がる。焼面にはフイゴ羽口の破片が

突き刺さっていた。第 2号カマドは粘性のある砂質土を用いた袖が100cm残

存する。焼面付近の袖端部には布袖にフイゴ羽口、左袖にJ;専が置かれ、燃焼

部には土製支脚が置かれていた。袖から煙道部にかけてはしだいにi隔を減じ、

煙出し部は浅いピット状となる。燃焼部の下にはカマド構築前のピットがあ

り、焼土が充満していた。

な L

遺物 I (第20図) 1 e 2は土師器杯で、第 2号カマト内からの出土であるo3 • 

4は土師器警で、 4は第 2号カマドから出土、 6は土製支脚で下部に逆にV

字形の切り込みを有する。 9は峰、 7・8はフイゴ羽口である。これらはカ

マド袖部の構築材としての利用が考えられる。
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訴~ :1主主 調売の記録

S I 0 9竪穴住居跡 図版10)

確認面 I M 1 48 • 49、MJ 48 e 49グリヅド地山西で確認した。

住居埋没後に SD04が堆積土上部を南北に通っている。

四壁515cm、北壁535cmの方形で、面積27.7m'、本遺跡中最大規模である。

市北方向の土層断聞を観察中、床面レベルに火山灰らしいものの薄躍を見出

した。厚さ約 1cm。このドには床面から35cmほどの深さの円みがあり、中に

1:が入っている。住居使用中にカマド内の焼土を凹みに投入

し、床面レベノしまで達した後に住居が廃絶され、その直後に火山灰が流入し

て住居中央部で、わずかに凹ん

床面 !ほぼ平担で細かな円凸は少ない。カマド燃焼mj北側jが堅く踏み固めらていれ

壁溝

~T 

.-;;) 

ピット I P 1 .. 56cm、P2 .. 68cm、P3 G 70爪 P4 G 24cm、P5 G 57cm、P6 056 

プ'J-7 I、

cm、P 7 ・ 49cm 、 P8 ・ 38cm 、 P9 ・ 56cmの深さで、このうち P1~3 ・ p

5~9 の 8 本が柱穴出ある。 P 2 • 5・7 • 9にはそれぞh1 0 x 18cm • 10 x 

20cm .. 9 x 18cm & 9 x 16cmの方形の柱痕跡が明11京に残っていたが、隅柱には

検出されなかった。この他床中央部に 3{[8!の円形の凹みがあり特に Pllには

しており、これを P12が切って掘り込んでいた。 P12の床

レベルには、火山灰が薄く水平に堆積しており火山氏堆積時には P12

は床面まで宅理土されていたものと考えられる。 P13にも焼土が少量:、カマド

燃焼部内に杯が 21lí~i重なっ

て出ト円支脚利用と考えられる。煙道部は緩やかに立ち上がり、壁外に65cm

ほと."/:1:¥ている。燃焼部の土を簡にかけたところ炭化米 7粒を検出した。

なし

遺物 I (第22図) 土師器杯 (1~ 3) 、土師器斐 (4~ 6) が出土したの
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第 2節 王子安i時代のi立惜とi立物

、三圭三グ

6 

?I  I I I Ii以ケ
第22関 S 109竪穴住居跡出土遺物
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第<1"1主調;在ぴ)記録

S I 1 0竪穴住居跡 (第23凶 図版10)

確認面 I MD51 .払 ME51.52グリッド地山面で確認したが、掘り

から掘り込まれている。 。

南側では SK36 • 37を切って構築されている

e 規模|西壁間 cm、南壁365cmの方形で、面積14.41ザで、ある O

全体的に平坦で、細かな凹凸が少ない。中央部は堅くしまっている。

床から地山確認商までの高さ とも 20cm以上あるが、 も高く 30

~40cmある。 52 ラインの土層断面で、は問端で、65cmの高さを測る。外方に傾斜

するしっかりとした壁で、ある。

t.rし

ピット I P 1 • 26cm、P2 e 28cm、P3 a 20cm、P4 a 16cm、P5 • 14cmの深さであ

る。このうち住居の四隅にある Pl-----4 である。 P3の床面側は地LL!

を高さ 4cmほどでリング状に残して作られている。住居東隅に 120><72cm、

深さ24cmほどの凹みがある。

カマド |東壁の南寄りに付設されている。両袖幅66cm、全長206cmあれ燃焼部に土

製支脚が置かれている。煙道部の保存は良好で、天井部が崩落せずに残存す

る。煙道部はi揺が25cmありその中央部においてわずかに下方にドがりながら

も煙出し部に至って急激な立ち上がりを示す。東壁から煙出し音1;の先端まで

は 120cmある。

炉 !なし

遺物 I (第凶) 1・2は土師器護でカマ!内から出土した口 3はカマド燃焼部に

備考

据えられていた土製支脚で、下部の相対する 2筒所に逆u形の切り込みが

ある。完形である。
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第 2節 平安時代のi遺構と造物

S 111竪穴住居跡 (第;25図図版11)

確認面 L 1 • L J 50グリッド地山面で検出した。

重複 なし

平面形 a 北壁304cm、西壁323cmの方形で、面積1O.3m2である。

床面 平坦であるが、北西隅付近がわす。かに低くなっている。中央部に 253x 165 

cmの範囲で・出みがあり、黒褐色土が堆積している。この中にはカマド焼土が

わずかに入り込んでいるが、住居に付随したものか百か定かではない口

E歪 5 ----，13cmの高さで、ほほ垂直な立ち上がりである。

壁溝 北壁全体と、 [壁中央部に られるが、東南壁では全く検出されない。

北壁でJ工最大幅20cm、深さ 5cmである。

ピット P 1 ⑮ llcm、P2 • 25cm、P3 昏 31cm、P4 • 17cm、P5 e 35cm、P6 .33 

cm、P7 • 28cm、P8 • 24cm、P9 o 34cm、P10.14cm、P11 • 35cmの深さで

ある。このうち P1 • P 4 ~ P 8 • P 10 • 11が柱穴と考えられる。また、

P3・9が対応することから、これも柱穴と考えてよいかも知れない。

カマド 南壁の東寄りに付設されているむ袖・天井部は残存しないが、燃焼部から煙

道部が緩やかに立ち上がれピット状の煙出しへ連なる。煙出しには硬化し

た焼土塊と炭化物が見られる。燃焼部に焼面は残存しない。

炉 なし

遺物 (第28図) 土師器杯(1 )、土師器護 (2~ 4)の他、土製支脚(3 )が

出土した。土製支脚は逆U字形の切り込みを有し、上部には製作当初からの

子しを有する。カマド燃焼部に置かれたものと思われるが、撹苦しされているた

めか煙道部から出土した。

|備考
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第41主剥去の記録
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第 2節i 平安時代の造協と遺物

S I 1 2竪穴住居跡 (第26図 図版11)

確認図 L H • L 153グリッド地山面で確認した。

東側でSK40を切って構築している c

平面形@規模 南壁342cm、西壁314cmの方形で、面積1l.3m'で、ある。

床面 細かな凹凸が少なく、全体に平坦である。

壁 し、ずれもわずかに外方に傾斜し る口南壁で'15cmの高さを測る部分が

あるが、多くは 5--..._ 10cmと低い。

なし

ビット P 1 9 58cm， P 2 • 39cmの深さ 柱穴であろうと思われる。

しかし、他の位置にピットは検出されなかった。

カマド 北援の東寄りの位置に付設されている。袖は10cmほどの高さで、一部が残存し

ている。燃焼部は円形に凹んでおり、中に土製支脚が置かれている。煙道部@

煙出し部の掘り込みはほとんどなく、当初から極めて短いものであったことが

窺われる。袖は地山褐色土と共に地山居中の黄褐色砂質土を用いて構築されて

いる。

炉 なし

遺物 (第28図) 5は土自fl]器杯、 6はカマド燃焼部内に裾えられていた土製支脚で、

ある。完形で下部に相対する 2個の逆V字状の切り込み有し、上面中央部に孔

を有する G
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第4策調査の記録
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第 2節 平安時代のi立燐と遺物

S I 1 3竪穴住居跡 (第27図)

確認面 lVl B56 • 57、lVIC56グリッド地山面で検出した。

重複 なし

平面形@規模 西壁386cm、南壁418cmの方形で、面積は15.5肘で、ある。

床面 全体がほぼ平坦で安定した作りである。カマド周聞は特に堅くしまっている。

し、ずれも 10~15cmの高さで、ほぼ垂直な立ち上がりを示す。

と北壁の東半部を除いて構築されている。*高1O~18cm、 さは 5cm前後と

浅いが、溝底に板状の打ち込み(設置)痕跡が見られる。

ビット P 1 • 35cm、P2・29cm、P3・39cm、P4 .32.8cm、P5 .6. 7cm、P6 .2 

Ocm、P7 o20cm、P8 .20cm、P9 • 27cm、P10 0 llcmの深さである。この

うち住居の四隅にある P1~4 が柱穴であろうと えられる。 P7には、明黄

褐色砂質土が充満していた。 P8はカマド右側にあり、黄褐色砂質土が内面全

体に塗られていた。

カマド 東壁の北寄りに付設されている。 し煙道部は極めて

短かく、壁外方にわずかに張り出す程度である。両袖とも 11幅広く、厚みのある

布 I1 で最大rjI高35~45cmを掛川、右側袖は角ばった石を用いている。燃焼部から土

器が重なり合って出土O 土器は護及び、杯で、杯は倒立した状態で固定されてi
おり支脚として用し、られてし、たと忠われる。杯の上には斐がすえられ使用時の

状態を留めている。袖は地山褐色土を主体に所々に明黄褐色砂質土がブロック

状に混入する。

りの床面に怪50cmの円形の炉状の凶みが構築されている。

(7 ~11) 、土師器護(l2~21) 、土師器鍋 (22)

がLU土した。 18• 19の髪底部には木葉痕がある。 18の斐はカマト燃焼部に支間!

として使用され、杯 7.9.10はカマド、右側の袖付近から出土した。
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第4主主 調査の記録

S I 1 4竪穴住居跡 (第30図 図版12)

確認面 MC56. MD56グリッド地山面で

重複 なし

平面形@規模 西壁285cm、南壁290cmの方形で、面積8.3m2で・ある。

床面 全体にほぼ平坦で、細かな凹凸がないが、特に踏み固められた部分もなし、。

ともに{尽く 10cm前後の高さで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

なし

ピット P 1 • 33cm、P2 • 10cm、P3 • 13cm、P4 • 32cm、P5 c 31cm、P6 c 16cm 

の深さである。このうち P1 • 4 • 5が柱穴と られるが、問|南関には検出

されなかった。 P6には焼土が多量に混入しているが、この位置で火をたいfニ

ものではない。

カマド 検出されなし、。

炉 なし

遺物 土師器杯、護の小破片が少量出土した。

備考
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第 4:!i't 調査の記録

S I 1 5竪穴住居跡 (第31図 図版12)

確認面 ME54グリッド地山面で確認した。

重複 S K44 • 45に大きく掘り込まれている。

平面形@規模 西側が調査範閤外に入り込んでおり全容は不明であるが、 と南壁の間は

280cmある。

床面 幾分間凸があり、さほど堅くはない。

壁 残存する壁は全体に{尽く 5~ 8cmの高さで、丸みを帯びて外方に傾斜しながら

立ち上がる口

なし

ピット なし

カマド 検出されなし、。

炉 なし

濯物 (第32図) 土師器界 (1~ 8) が比較的多く出土した心 9~11は護 11縁部破

片ーであるの飽に土製紡錘車が各 1点出土した。

備考 カマド@ していないが、壁の状況から竪穴住居跡であると えられ

る。
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第4意調査の記録

S I 1 6竪穴住居跡 (第33図 図版12)

確認出 I L E40 D 仏 LF40" 41グリッドの地山面で検出した。

現代の農道によって住居南側が破壊を受けている。

北壁450cm、東嬰400cmの方形で、面積19.1m'を測る。

堆積土 |住居跡の輪郭を確認した時点で住居堆積土上面の一部に火山灰を検出した。住

居確認面に点々としており、幾分塊状となって 3cmほどの厚さを有するものも

あった。

床面 |細方か￥な凹Jみろ弘ιが見らオれL、南ほど床面レべ/ルレが低くなりh、南南a北丙端で

差がある O

西壁が幾分外方に傾斜するが、北@

と西壁は20cm.~38cmの高さがあるむしかし、地山が南に向かつて{尽くなること

と、農道端の溝によって南ほどしだし、に依くなり、南壁は全く残存しない。

北壁と西涯に幅 8~20cm、深さlOcm~15cmほどで構築されている。

ピット I P 1・37cm、P2・9cm、P3・22cm、P4・21cm、P5リ Ocm、P6リ 7cm、

P7・13cm、P8 • 41cm、P9 • 28cm、P10 • 33cm、P11 • 6 cm、P120 14cm

の深さである。このうち P1~4.6~9 が柱穴と考えられる。

カマド i東撲の北寄りに付設されている。 煙道部は極めて短く、燃焼部から緩やかに立

ち上がり、壁外にわずかに出ているにすぎなL、。袖には地山黄褐色土と暗褐色

土を用いているの

炉 |なし

遺物 |土師器高台杯と土師時口縁部の破片が出土山るo 杯は内面に黒色処理が

施されている。

備考
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策4章 ;il1~交の記鉢

S I 1 7竪穴住居跡 (第34図 図版 8 • 12) 

確認面 LD45グリ、ソド地山面で確認した。

重複 S 1 18によって大部分が切られている。

平面形@規模 南壁が280cmあり、一辺がほぼこの大きさのブ}71~を呈するものと えら才lる。

床面 南端部のみであるが、平坦な床である。

残存するのは南壁と、東"iZ:9壁の 部 く}ア-;;。 イZち上がり

を示す。

検出されなし、。

ピット P 1 • lOcm、P2 e 50cm、P3 925cmの深さで、この 3本が住居南側の柱穴で

ある。

カマド 検出されない。

なし

遺物 なし

備考
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第4章調査の記録

S I 1 8竪穴住居跡 (第34図 図版12)

確認面 L C45 G L D45グリッド地山面で検出しfこ口

S 1 17を切って構築している。

平面形・規模 東控320cm、北壁330cmの方形を呈する。面積は9.7m2で、ある。

床面 全体に平坦でしっかりとしている。殊に中央部が踏み固められている。

北壁は幾分外方に傾斜するが、他は垂直に近し りを示してし、る。南壁

も高く、確認、面まで'35cmある。

なし

ピット P 4 e 23cm、P5 e 37cm、P6 e 26cm、P7 e 9 cmの深さである。 P4 • 5 • 

7は本柱居跡の柱穴と考えられるが、二iヒ壁以外にピットは検出されなかったc

カマド りに付設されてし、る。両十111は残存するが天井部は崩落している。!開

道部は箆かく、緩やかに外方に立ち上がっている。

なし

遺物 (第35図) 土師器杯 (1~ 3)、土師器準 (4~ 6)、 ( 7 )が出二tし

た。

備考
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第 2節 平安11寺代の遺構と造物

S I 1 9笠穴住居跡 (第36図 図版 8ぺ2)

確認面 L B45、LC45 0 46グリッドの地山面で確認したが、遺構の輪郭が不鮮明なた

め、遺構内を掘りドげてから住居輪郭の検出に努めた。

重複 なし

平面形 e 東壁460cm、南y壁440cmの方形で、面積は19.3m'で、ある。

床面 全体にはほとんど同一レベルであるが、中央部に細かな出凸がありあまり堅く

ない。

壁 南壁が幾分外方に傾斜するほかはほぼ垂直に近い立ちとがり

@西壁にIIJ高 15~22cm、深さ 5 ~ 7 cmほどに構築されているが南@北壁には認

められなし、

ピット P 1 ~ 64cm、P2 "32cm、P3 .. 12cm、P4 • 45cm、P5 ~ 41cm、P6 "17cm、

P 7 • 34cm、P8り 7cm、P9 .11cm、P10.32cm、P11 • 27cm、P12 .. 30cm、

P 13 • 28cm、P14.14cm、P15 • 18cm、P16 • 27cm、P17 .. 22cm、P18.. 24cm 

の深さである。このうち、 P1 .. 2 • 4 • 7 .. 10・12.. 13 .. 16が柱穴であろう。

カマド 東壁の北寄りに付設されている。煙道部は燃焼部から緩やかに立ち上がり、壁

の外方には70cmほど突出する口袖は地山の砂質士:を用いており土製支脚が置か

れている。

炉 カマド西側床面に、 70x48cmの範囲で、焼土がある。

遺物 (第37図@第38図) 1--4.6.7は土師器杯、 5は土師器高台皿である。

8は全形を知り得る唯一の護で、 9~13、 15~19 も土師器薬である。 14はカマ

ド燃焼部に置かれていた土製支脚、 20は須恵器護である。 21~23は管状土錘、

24は河原石の片面に磨痕を有するもので、 P14上回から出 L:した。

備考 り中央部床面に、 135x 82cmの楕円形で、深さ20cmほどの凹みがある。

カマド右側にも 106x 85cm深さ15cmほどの浅い凹みがあり、この中には

焼土が混入してしる。
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第4意調査の記録
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第 2鼠i 平安時代の遺構と造物

@ 白⑦

10 

I
l
l
f
 J

/
/
 

24 
01Ocm  

第38図 S I 19竪穴住居跡出土遺物(2)

65 



第4:?予 言問j去の記録

2 ゴ二

の ら検出され、その総数は47基である。うち遺物の出土し 基

面

し

F
「
U

内
，
中

で、これらはし、ずれも平安時代に属する。@のものについても、形態、

(主として 2 層中位向から下面にかけて検H~\ )等から同時代に属すると考えら

て記載した。

S K 0 1土壌 (第391盟図版13)

平面形は130cmx 120cmの楕円形。

のー部は火熱により硬化している。

出土遺物 (第47図 .13) 

さ10cmo 堆積土に多量の炭化物と焼士を混入する。壁面

より土1':市器杯、護及 出土、

転糸切り

その他自

S K 0 2 

外面に斜状の、内面に放射状のタタキ及びア

してし、る細!十も出土。

(第39図

どめており、

平面形は150cmx 134cmの楕円形c 深さ34cm。底面は凹凸が激しく、中央部で l段措鉢状にjIlJ

む。 堆積土は焼土を混入する軟質の黒褐色土であるが、凹み部分では多量の褐色土を混入する。

出土遺物 1層より土師器杯の破片出土

S K 0 3土壌 (第39図図版13)

平面形は170cmx 142cmの楕円形。深さ 8~16cm。東側が 1 段凹む。堆積土は地山褐色土を多

量に混入する他、凹み部分で、は焼土、炭化物の混入が多い。

4層より土師器杯、斐の破片出土。杯は底部片で回転糸切り痕を留める。

S K u 4土壊 (第39関図版13)

平面形は130cmx 120cmの構円形。深さ16cm。中央部が不整形に 1段凹む。

と少量の炭化物を混入。

S K 0 5土塙 (第39図図版13)

2層中位面で焼土マウンドを検出。マウンドを精査するにつれ地山面で土境プラン

平面形は長辺110cm、短辺60cmの偶丸方形。深さ16cm。中央部が緩やかに盛り上がっており、

壁面の一部は火熱により硬化している。堆積土に多量の焼土を混入する。

出土遺物 底面より土師器禁の細片出土。

にわたり焼土

S K 0 6土壌 (第40図図版13)

平面形は140cmx 160cmの楕円形。深さ18cm。北側の底聞は壁に沿って溝状にやや凹んでいる。

南側の壁部がSK07土墳と重複。 SK07が新しい。

S K 0 7土壊 (第40図図版13)

平面形は230cmx 200cmの楕円形O 深さ26cm。北側を除く 3方の底面は、 、細く
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第 2節 王子安11寺代のi立総と造物

に凹んでいる。堆積土に多串:の焼士を混入。焼土は特に西側に多く、盛から底面にかけ流れこ

んだ状態で堆積。焼土の一一部は赤褐色に硬化。壁及び!民自に火熱痕跡は無L、。

出土遺物 2層より土師器杯、窪、須恵器拝、牽と羽口の断片出土。

S K 0 8土土産 (第40図 図版13)

平面形は220cmx 200cmの不整楕円形。深さ16cm。壁部に沿って 6本の柱穴状ピット。ピット

の深さ 15~28cm。堆積土に焼土と少量の炭化物混入。

出土遺物 1層より土i知器杯、棄の破片出土。杯は底部片で回転糸切り痕を留める C

S K 0 9土土産 (第41図 図版14)

平面形は200cmx 180cmの楕円形。深さ30cm。底面は東側が 1段高まる。

出土遺物 1 " 2層より土師器室の破片出土。南側でSI04竪穴住居跡と 土墳が新しい。

S K 1 0土土産

平面形は直径90cmの円形。深さ34cm、i佐積土に多量の焼土と炭化物を混入。壁及び底面の一

音f)vi火熱により赤褐色に硬化。底面には炭化材が集積している。

出土遺物 (第46図 1• 5 • 7 、第47図14~16) 主と より土師器杯、婆と

護の破片出土。 1は高台体で杯部は浅い血状を呈する。底部以下は欠損。土師器撃は口縁、が比

較的幅広し、ものと、狭い1I1肩のものとがあり、後者では、口縁にていねいな横ナデを施すものが

多い。 14は口容部が厚くつくられ、口唇部上面に沈線を巡らす。

S K 1 1土土産 (第41図 図版14)

平面形は146x 132cmの楕円形。 深さ20cm。底面は凹凸が激しし、。

出土遺物上層より土師器杯、

S K 1 2土塙 (第41図)

平面形は短径が90cmの橋円形。長径は重複するSI05竪穴住居跡の土層から確認、約170cmと

考えられる。堆積土に焼土と炭化物を混入、北側壁付近では特に多量。壁及び底面の一部に白

色粘度が残存。内面に貼り付けh られていたと思われ、赤褐色に硬化している。

出土遺物 (第46図 8) 堆積土上層より土師器護の底部片出土。底面付近には粗いへラケ

ズリを施している。

S K 1 3土壌 (第41図)

2属中位面で焼土が厚く堆積しているのが検出されたり焼土を精査した段階で土境プランを

確認。平面形は長辺110cm、短辺90cmの方形。深さ24cm。堆積土上層に多量の焼土混入。焼土

の一部は火熱により硬化している。 SD05溝と重複。溝が新しい。

出土遺物 底面付近より土師器杯、護の破片出土。杯は 2点が内面に黒急処理を施している。

S K 1 4土壌 (第41図)
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平岡形は100cmx 80cmの楕円形。深さ26cmo

溝が新しいc

に多量:の地山褐色土を混入。 SD05満=と重

出土遺物 5 ら土l知器杯、 破片出土。杯は 1点が内面 を施す。

S K 1 5土塘 (第421潤)

21露中位面で焼土がマウンド状に堆積しているのが検出された。 ウンドを精査するに

つれて地山|面で土墳プランを確認。平面形は 1辺100cmの隅丸方形。深さ12cm。

の焼土、炭化物を混入。

出土遺物 1層より土師器杯の底部破片。 切り痕を留める。

S K 1 6土壌 (第42図)

平面形は140cmx 124cmの楕円形。深さ14cm。堆積土に多量の焼土と炭化物(その一部は炭化

材として残存)混入。壁及び!底面の一音r;は火熱により亦褐色に硬化してし、る

S K 1 7土土産 (第42~ 図版14)

平面形は160cmx 144cmの楕円形。深さ30cmo j底面は緩やかな凹凸を呈している c

に多量の地山黄褐色土を混入。下層部分は堅くしまっている。

出土遺物 1層より土師器杯、護の破片出土c 杯は底部に回転糸切り痕を留める。

S K 1 8土壌 (第421ま! 図版14)

平面形は140cmx 124cmの楕円形。 深さ24cm。堆積土は 2層を基本とし、上層は多量の焼土を

混入する軟質土。下層は地111褐色土を主体にして堅くしまっており、人為的な埋め戻しが行な

われたものと考えられる。下層1:聞は火熱により硬化している。

3膚より土師器警の破片出土。

S K 1 9土壌 (第42図)

2層中位面で、広範囲にわたり焼土が散布しているのを確認。このうち焼土が比較的浮く堆

している部分を精査する事によって、 21麗下位出で土墳プランを検出した。平面形は106cm

x94cmの楕円形。 深さ40cmo 堆積土に多量の焼土を混入。壁面の一部は火熱により硬化してし、

る。

出土遺物 2層より土師器杯、

S K 2 0土土産 (第42図)

平面形は200cmx 184cmの楕円形O 深さ34cm。底面は中央部が一段鍋!氏状に[1:l]t:so 堆積土は 2

とし、上層は焼土、炭化物を混入する軟質土。下層は地山掲色土を主体とした堅くし

まった層で、人為的な埋め戻しが行なわれたものと考えられる。

出土遺物 (第46図2・3 国版18) 1・2層より土師器杯、婆及び須恵器壷の腕部片出

土。 杯はし、ずれも底部に回転糸切り痕を官め、 2は内面に黒色処理を施す。警は底面が砂底で
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第 2節 平安時代のj立情と造物

あるもの 1点。

S K 2 1土塘 (第43図図版14)

2層下位面で黄褐色砂質がマウンド状に堆積。砂質上除去の段階で地山面に土壌プランr確認。

平面形は160cmx 136cmの楕円形O 堆積土上層に地山層中の黄褐色砂質土を混入する。

2層から土師器杯、警の破片と鉄棒 1

S K 2 2土士康

平面形は直径120cmの円形。深さ180cm。円筒状に掘り込まれ、底面には浅い円形の凹みを有

する。 堆積土は 3層を基本とし、上層及び中層は軟質の黒褐色士で、中層には多量の地山褐色

土を混入する。 ド層は極めて軟質の黒色土で、炭化物を混入。

S K 2 3土土産 (第43図)

平面形は直径110cmの円形。深さ42cmo に多量の地山黄褐色土を混入。

出土遺物 (第46図 4D 6 図版18) 1層より土師器杯、護と鉢形土師器出土。杯はし、ず

れも底面に回転糸切り痕を留める。 6の鉢形土器はほぼ完形で、服部は球状にふくらみながら

立ち上り、口縁部でわずかに直立する。ログロ成形による丁寧なっくりである。

S K 2 4土壌 (第43図図版14)

2層中位面で、焼土堆積を検出。焼土を精査してしぺ段階で、土境プランを確認。平面形は

124cm x 100cmの橋円形。深さ10cm。堆積土に焼土、炭化物を多量に浪人。上層部分には炭化材

が残存。

出土遺物 2層より土自Ij器杯、警の破片出土。

S t¥ 2 5土塙 (第43図)

2層中位面で焼土がマウンド状に堆積しているのを検出。焼土マウンドを精査するにつれ地

山面で土境プラン確認。平面形は170cmx 126cmの楕円形。深さ34cm。確認面からの堆積土は 3

とし、上層は炭化物混入の焼土層。層下位部の焼土は一部が火熱により硬化している。

中層は焼土を多量に混入する 下層は地山褐色土を多量に混入する堅くしまっ

で、人為的な埋め戻しによるものと考えられる。

出土遺物 2層より土師器杯、警の破片出土。

S K 2 6土土産 (第43図 図版14)

平面形は148cmx 140cmの不整惰円形。 深さ24cm。堆積土下層に多最の縄色土混入。 S108竪穴

住居跡と重複。土墳が新しい。

S K 2 7土土産 (第43凶 図版14)

2層中位面で、一帯(に焼土が散布しているのを検出。焼土の比較的厚く堆積している部分を

した結果、地山面でSK28と共に 2基の土境確認。平面形は直径128cmの円形。深さ24cm"-'
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60cm。底面は1:!:lJ凸が激しく、中央部にピット状の日三日えを有する。堆積土に焼土混入。

は特に多い。

トH土遺物 2層より土師器警の破片出士。内 1点は底部片で、砂底を呈する

S K 2 8土塘 (第44図)

平面JI~は70cmx 62cmの楕円形。深さ14cmo 土墳の周囲はリング状に盛り上がっている。

土は 31習を基本とし、上層は焼土、炭化物混入層。中躍は焼土層で、下位部は火熱による硬化

した焼土。下層は地山褐色土が主体で堅くしまり、層上位部分は火熱により硬化している。

出土遺物 (第47図17--""'20e 22) 1 ~ 2層より土師器護の破片、砥石及び少量の鉄棒が出

警は底部片のものが砂底を呈する c

S K 2 9土壌 (第44区! 図版15)

の 2層中{立面で、焼二とと炭化物が多量に散布しているの る

につれ 2層下位面でj二境プラン確認。平面形は150cmx 130cmの楕円形。確認面からのZiEさ40cmo

)底面は凹凸が激しし、。堆積土は 3層を基本とし、上層は焼土を主体とする。焼士.の一部はjく熱

により硬化している。中層は地山褐色土を多量に混入する竪くしまった層で、

熱により硬化。下層は多最の焼土を混入し、底面は赤褐色に硬化。

出土遺物 (第46図・ 47図 9~12 ・ 21) 1 e 2 e 5層より多量の土器片出土。その多くは

土師器護片であり、いずれも外面には縦方向のヘラナデ及びへラケズリ、内面には横方向のへ

ラナデを施す。 10、11は口縁部分がl幅広く、くの字状に強く屈曲する。底部片は 1点が砂底。

その他9は須恵器査で、外面の一部に自然馳が付着している。

S K 3 0土壊 (第44図)

平面形は直径94cmの円形。深さ16cm。

出土遺物 (第47図23~25) 1層より土師器杯、警の破片出土。杯は底部IVこ@転糸切り痕

を留める。警は25がロクロ成形による薄手のもの O

S K 3 1土壌 (第44図)

平面形は140cmx 114cmの惰円形O 深さ12cmo て軟質の黒褐色土で、底面付近で

は多量の地山褐色土がブロック状に混入している。

S K 3 2土土産

平面形は長辺140cm、短辺120cmの長方形。深さ10cm。堆積土に多量の炭化物を混入。

S K 3 3土塙

平面形は長辺120cm、短辺90cmの隅丸方形。深さ16cmo

S K 3 4土塙 (第44図図版15)

SK39土墳と しており、東側の壁部は消滅。平面形は楕円形と考えられる。短径10cmo
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底面は壁付近が凹み、壁際に沿って溝状に巡る。 8K39土墳が新しい。

S K 3 5土壌 (第四図図版15)

81051皐穴住岩跡と重複しており、西及び南側の壁部は消滅している。平面形は円形を呈する

と思われ、現状で・の確認径90cm(深さ34cmでJ雷鉢状の断面形を呈する)、堆積土に比較的多く

の地山褐色土混入。住居跡が新しい。

S K 3 6土壌 (第23図)

8110竪穴住居跡と重複しており、土墳の北側は不明。平面形は楕円形を呈すると思われ、確

認状態で、の長径110cm。底面中央にピット状の問みを有する。深さ35cm。士墳が新しい。

S K 3 7土壌 (第23図図版15)

8110竪穴住居跡と重複しており、北側は不明。平面形は底面の形体から楕円形を呈すると

えられる c 上面で、の確認長径70cmo 深さ40cm。竪穴住居跡が新しい。

S K 3 8土壊

平面形は 1辺110cmの方形c 深さ15cmo 堆積土に多量の炭化物をj見入己

S K 3 9土壊 (第44図図版15)

8K34土墳と重複。北壁は不明だが、

は楕円形を呈し、短径160cm。深さ30cm。

S K 4 0土壌 (第44図)

の観察から長径は180cmと推定される。平面形

底面共凹凸が激しい。

平面形は直箆100cmの円形。 深さ15cm。堆積土に地山膚中の灰黄褐色砂質土を混入。西側の

、8112竪穴住居跡と重複。土墳が新しいc

S K 4 i土土産 (第45関)

平面形は124cmx 70cmの楕円形O 深さ14cm。底面は平坦で、西側壁付近に柱穴状ピットを有

する。堆積土に焼土と炭化物を混入。

出土遺物 底面より土師器髪の破片出土。

S K 4 2土土産 (第30関)

8114竪穴住居跡と重複しているため、南側の壁の一部を除き他は消滅している。平面形は橋

円形と考えられる。住居跡が新しい。

出土遺物 底面付近より土師器杯の細片出土。

S K 4 3土壌

平面形は120cmx 84cmの楕円形O 深さ12cmo 底面は凹凸が激しく南側部分では所々ピット状

に凹んでいる。 堆積土の上属部分に比較的多くの炭化物と焼土を混入する他、南側部分では多

量の地山褐色ニi二が含まれている。

S K 4 4土壌 (第45図)
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平面形は210cmx 170cmの惰円形。確認、白からの深さ24cm。堆積土の上層に多量の焼土混入。

焼土の一部は火熱により硬化している。 8I15竪穴住!討跡と重複しておし土墳が新しし、。

出土遺物 (第47図26~28) 1庸.2層から比較的多く出土。遺物は土師器杯、斐及び緑

勅の被片で、杯は底部のものが回転糸切り痕を留める。その他内面に黒色処理を施したものも

1点出土。杯、護の多くは、 2次火熱により色調が赤変しているものが多い。緑糊は 2片出こと

しており、内 1点は椀の口縁部破片。胎土はいずれも軟質で黄白色の色調を呈しており、上手出

は濃縁色を発する。

S K 4 5土壌 (第45図)

西側は調査区外のため不明だが、平面形は指円形を呈すると忠われる c 長径224crno 堆積ごと

は 1・2層が重複する8I15竪穴住居跡の堆積土。 3層は地山褐色土を主体とする竪くしまった

、住居跡の貼り床部分と考えられる。 5

出土遺物 底面より土師器杯の細片，1::1::¥ごi二C

S K 4 6土壌 (第r45図)

平面形は佳66cmの円形。深さ16cm。堆積土は軟質の黒褐色土で上層部分に少量の炭化物を混

入する D

S K 4 7土塙 (第45区i)

8103竪穴住居跡と重複しており、北側の壁部は不明。平面形は円形を呈するものと思われる。

直径90cm。深さ32cm。土墳が新しい。

3 遺構外出土遺物

( 1 ) 土師器@須恵器 (第59図 1~11) 

遺物の多くは 2層中位面から 3躍にかけて出土している。出土地点はほぼ全域にわたってい

るが 2層中位面で所々に検出された焼土痕跡(散布)に伴い、この範囲内に集中して出土する

場合も多い。 出土量は土師器杯@警が最も多く、須恵器は極めて少ないo 1 -----9は土師器杯で、

高台を付与する杯も多く、高台は裾が聞いた高いものと、 1I届細の粘度紐を巻きつけた形の低いも

のとがある。 5は杯部が浅い皿状を呈する。 6・8 • 9は内面に黒色処踏を施している。し、ず

れも底面に回転糸切り痕。 10は土師器読の口頭部品。 11は土師器警で口縁部分から胴部にかけ

ロクロ成形、底部付近は粗いへラケズリ痕跡を留めている。須恵器はし、ずれも斐の腕部破片で

ある。

( 2 ) 土製品 (第59図12-----14 図版19)

土錘で調査区の東側区域より出土。 12は長さ 6cm .胴部最大径3.5cm• [fj孔径1.2cm、13は

長さ3.5cm.胸部最大径3.8cm .内子し径0.5cmを計る。
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第 2節 平安時代の遺織と遺物
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第 4意調査の記録
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2~ 2 irn 平安11寺代の遺構と遺物
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第 4主主 調合5の記録
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務 2[fj 平安時代の遺構とi立物
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S K41 • S K44""""S K47土壌第45図

図版19)石製品(第59図 15~17( 3 ) 

砥石で、調査区東側の 2層より出土。いずれも一方の端部が欠損。現状で16は長さ5.5cm・

幅2.4cmo 17は長さ9.5cm・*高 2cmo 右質は凝灰岩。
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第 4主主 調査の記録
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第46図 土壌出土遺物(1)
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第 2節 平安時代の遺構と造物

10-12: S KZ9 13: S K01 14--16: S K10 

17-20・22:S K28 21: S K29 23-25: S K30 26-28: S K44 

16 r I V 17 
加で忌--

川2!1

。 lOcm 

21 L__j_ 1111  しム』

第47図 土境出土遺物(2)
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第4章調Ffの記録

調査区東側と中央部区域の表土層 2 より出土。 18は角釘で末端を平らにnpきのばてか

ら折り曲げている折頭釘。 19は模で完存。長 8cm & Ip高2. 3 cm ~厚さ o . 6 cmo 

第 3節 その他の時代の遺構と遺物

1 掘立柱建物跡

S B 0 1擁立柱建物跡 (第48図 図版 7) 

2躍中位面から地山面にかけて検出された。本遺構周辺にはこの他にも多くの柱穴が検出さ

れ、確認された掠立柱建物跡のうち約半数の 6棟がこの区域に集中している。遺構の構造は桁

行 3間@梁行 2間で東西 5. 8 m南北 4.7 mの東西棟。 E-23
0 

- Sの万向を示す。柱間は梁

行の場合南 1間がそれぞれ 2. 3 mで相対応。桁行は北側@南側共東 1間が 2. 0 mで相対応す

る他、南側では商 2問がそれぞれ 1.9 mで同値である。柱穴プランは楕円形及び隅丸方形で、

長径及ひ守長車liJの平均長34cm、深さは P8が浅く、飽は28，....__.16cm。柱痕部は王r・面では不明瞭であ

るが、土層断面では良好に確認されているものもあり、径は14------16cm埋土 第 1表 5801柱穴計測表(川

は地山褐色混土で、柱痕部は上層に多量の焼土を混入する軟質土である。

建物の北側部分が SB02建物跡と重複。両遺構の桁行はほぼ同一の方向

を示している他、西側の梁行はそれぞれが N-22
u 

- Eの同一線上に設

定されている。

S B 0 2掘立柱建物跡 (第48図 図版7)

正援 対佳!需主

2層中{立面から地山直上にかけて検出された。建物の構造は桁行 3間 e 梁行 2間で東西 6.

9 m ・南北 4.6 mの東西棟o E -25
u 

- Sの方向を示す。柱間は西側の場合 2.3 mで等分割。

東側は 2.4m.2.1mだが中央柱の南側に浅い柱穴が 2本連続する。桁行は北側で西から 2

本目までがそれぞれ 2.4 mで同値を示す。柱穴プランは円形と橋円形で、長径の平均長32cmo

深さは偶柱が他よりも深い傾向を示すが、その中でも間側のものは最も深く 50cm東側は36cmo

位の柱穴は平均24cmo 柱痕部は 2本の柱穴で、 J:::面から確認されており、その佳lL1cm・18cmo

埋土は地山褐色混土で、柱痕部はやや軟質の黒褐色土である。梁行部分 前表5802柱穴計測表(cm)

には柱穴を介して布掘り状の溝を伴う。溝は東側では梁行全長にわたっ

ており、西側では中央柱から西側隅柱までの間にみられる。

15.--._.25cm深さは 7.--._.15cmと一様でないが、東側がより深い傾向を示して

いる。底面は凹凸が激しく、特に東側では段状になったり、ピット状に

凹んだりしている。遺物は東側の溝及び P4の掘り方場土より土師器杯

片が出土した。
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第 3節 その他の11寺代の遺構と遺物

S B 0 3擁立柱建物跡 (第49図 図版 7) 

2層下位苗から地山にかけて検出されたD 遺構の立地する地形は、東に向いやや傾斜してい

る。遺構は身舎とその北面に付属する庇からなる。身舎部は桁行 3間@梁行 2間で東西 6.9

m .南北 4.9 mの東西棟。 E-26
0 

8の方向を示す。柱間は東側@西側し、ずれにおいても

2.4m.2.5mに分割されている。桁行は北側@南側共東 1間が 2.4 mで相対応する他、

北側では中間の柱間を介して東@西それぞれの寸法が 2. 4 mの同値を示す。柱穴プランは身

舎部が楕円形で、長径は30~40cm。深さは P7 を除く他の隅柱と、間仕切り溝と接続する P 4 • 

P5 が深く 32~49cmo faは平均26cm。庇部は身舎部と異なり方形を呈し、一辺の長さ17.5 ~3 

5cm深さは31------44cm でト身舎音I~ とほぼ同倍。柱痕部は身舎@庇共不明瞭である。西側の梁行及び

北側桁行の一部に柱穴を介する布掘り状の溝を検出。桁行でで、は西から表3第第3表580ω3柱穴計測表劃(問
ιゴ斗i土T及一t<J e.一乞L斗! 

2 間にわたって掘り込まれている。講の上面I1I面 12~20cm。深さ 7 ~12cm。

底面は凹凸を呈しており、特に桁行部分では激しく、一部にピット状の

凹みを有する。そのイ也建物内にも 2条倹出されており、これらの蒔は間

仕切りのものと考えられる。 1隠は 5.~15cm。深さ 5 .~ 8 cmo底面は比較

的平坦である c

S B 0 4掘立柱建物跡 (第50図 図版 7) 

2層中位面でほぼ全ての柱穴が確認された。又、この面で建物プラン内とその周辺に多量の

焼土が散布しており、 P5周辺では特に厚く堆積している。建物の構造は桁行 2間@梁行 3間

で、東西 8.5 m ・南北 6.4 mの東西棟。 E 17
0

-8の方向を示す。本遺跡の中では最も

規模の大きい建物である。柱間は梁行が東側@西側共 3.4 m で等分割されており、それそ~tl

が栢対応する。桁行は東 e 西各 1間がし、す守れも 2.9 mで相対応。中間部分は北側が 2. 6 m • 

南側が 2.7 mで近似値を示す。柱穴プランは楕円形及び隅丸方形で、長夜は70cmを最大に平均

58cm、深さは隅柱が深い傾向を示し45~50cm。他は平均44cm。柱痕部は 8 本の柱穴で、上面から

確認されており径15~17cm。理土は地山褐色混土で、底面付近は特に混入が多し、。 P1 • P 3・

P4.P9.P10では、掘り方底面に 5~ 7 cmの厚さで地山褐色土をしきつめ根固めとしてい

る。柱痕部は軟質の黒褐色土で上層に焼土、炭化物を混入。西側梁行と 第4表5804柱穴計測表(cm)

南側桁行部分の一部に溝を検1+¥0 蒋はところどころで中断しているが、

本来は8B03と同様に柱穴を介する布掘り状のものであり、確認された

状態はその残存する一部と考えられる。溝の I11高10------20cm口深さ 5~14cmo 

底面は担j凸を皇し、一部でピット状に凹む。 遺物は P4 • P 7の掘り方

より土師器杯片出土。
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第49図 5803掘立柱建物跡

5 B 0 5掘立柱建物跡 (第51図 図版7) 

2 JI冒下位面から地山直上にかけて検出。建物の構造は身舎とその南面に付属する庇からなり 、

建物の構造は身舎部の場合、桁行が南側で3問、梁行が東側で 2聞を呈しており 、東西7m・雨

北Smの東西様である。建物方向はE-SO-S。柱聞は梁行が西側で 2. 5 m ・2.7mであ

り、 東側は 5104竪穴住居跡と重複している事から 中間の柱は不明。 桁行は南側が 2.7m 
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告ら 4掌 剥査の記録

2.6m.2.7mで、南 2聞は北側の柱間とそれぞれ相対応する。柱穴プランは上面が円形も

しくは楕円形であるが、底面は多くの場合方形@隅丸方形を呈する。上自ー径は30~34cm、移民さは

50cmを最深とし平均45cm。庇部は桁行 4間であるが柱間は不規則。柱穴 第 5表S805柱穴計測表(cm)

は円形及び楕円形で身舎部と比較して小さく浅い。径18----30cm、深さ10

'"'-'12cm。埋土は身舎@庇共比較的多くの地山褐色土を混入する口東側梁行

@南側梁行及び西側の梁行の一部に溝を検出。溝はいす守れも柱穴を介し

て布掘り状に掛りこまれている。上面幅10~18cm、深さ 5 '"'-' 10cm、底聞

は凹凸を呈し、特に桁行では激しく部分的にピット状の凹みを有する。

西側梁行部分がSI04竪穴住居跡及ひ百K09土壌と重複。竪穴住居跡の場合、

確認面及び堆積土中にも検出されなかった。土壊てすま堆積土除去後底面

にて柱穴痕跡を確認。

S B 0 6擁立柱建物跡 (第51図 図版 7) 

ι …ムヱ

2層 F位面から地山直上にかけて検出。建物の構造は桁行 3間 e 梁行 2 6 .6 m e 

南北 5mの東西棟。 E 15
0 

- Sの方向を示す。柱間は梁行の場合東側が 2.2 mで等分割され、

西側jは南 l間が東側と同値で相対応、北西隅柱は重擾する土墳により消滅したと思われ検出さ

れなかった。桁行は南側の場合 2.1m o 2.2m.2.5mで南 1I習は 制表S806柱穴計測表(cm)

北側のものと相対応する。北側は 2間とも 2. 1 mで向値である。柱穴

プランは楕円形及び円形で長径はいす~;ftも近似値を示し平均42cm。深さ

は一様すなく、 73cmを最深に、飽は24~35cmの範囲に集中する。埋土は

比較的多量の地山褐色土を混入。柱痕部は不明瞭。

S B 0 7擁立柱建物跡 (第52図 図版 7) 

i工f斗主主三

2層下位百から地山直上にかけて検出。遺構の立地する地形は南に向いやや傾斜している。

遺構は東 西 e 南 北各 1聞の建物跡で、柱間は南側列が 3.0 mであるのを除き飽はいす三れ

も2. 7 m 。柱穴プランは円形及び構円形で、長径は 25'""'-'35cm・深さ20 第7表S807柱穴計測表(叫

色，主竺己三三

'"'-'42cm。柱痕部は上層断面で良好に確認され、怪13cm。埋上は大粒の地山

褐色土を混入。柱痕部は炭化物を混入する軟質の暗褐色土。

S B 0 8掘立柱建物跡 (第53図 図版 7) 

2層下位面から地山にかけて検出。 遺構の立地する地形は東に向い傾斜している。確認され

一回@南-北各 1間の建物で、東側は不明。柱間は西側が 第 8表S808柱穴計i刻表(叫

3 .5 m、南側が 1.7 m 0 柱穴プラン刷、ずれも円形で径は西側昭柱がい判ー竺 比三

大きく 35'"'-'42cm。深さ 25~40cm。埋土は焼土を少量含む地山褐色混上で、
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1;¥3節 その他の時代の遺怖と遺物

1. !黙禍色(lOYR%) 
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第52図 S 807掘立柱建物跡

ある 。 東側を除く 3 方の柱列に溝を検出。 溝は柱穴を介して掘りこまれてお り 、幅 12~25cm ・

深さ 8~15cm。 底面は西側が比較的平坦だが、 他はやや凹凸を呈する。

S B 0 9掘立柱建物跡 (第53図 図版 7) 

2層下位面で検出。建物の構造は桁行3間 ・梁行 1聞で東西5.9m・南北 3.5mの東西棟。

E-4
0

-Sの方向を示す。 全体の形が台形を呈する。柱聞は梁行が東側で 3.5m、西側で

3.4 m。桁行は北側がそれぞれ 1.8 mで等分割される。南側は中間の柱

聞が 1.8 mで北側と相対応。 柱穴プランは方形及び楕円形で、長径の

平均値34cm。深さは最深で35cm、他は浅く平均27cm。埋土は比較的軟質

の黒褐色土。

S B 1 0掘立柱建物跡 (第19図)

2層中位面から地山にかけて検出された。遺構の構造は東一西 ・南ー北各 2聞の建物で、柱

穴を介する布掘り状の絡を伴う。柱聞は東一西方向の場合 2m・2.4 m tこ分割され、北側及

び南側それぞれの間尺が相対応する。南一北方向では西 1聞が 2.2m 

. ~裂さ共、 隅柱が大きくて深L 、。 埋土は褐色土を混入する軟質の暗褐色

土。建物の南側柱列部分に検出された布掘り状の溝は、SI08竪穴住居跡

の壁にほぼ平行して掘り込まれている。 構の上面幅16~3Ocm。 深さは 6

~28cmo SI07・08竪穴住居跡と重複しているが、新旧関係は不明。

- 90-



_D.一
8-ーー ー一-8

凶 Ont'H

Pl 

。
P70 G 

P6D 

円。

o 
l 黒渇色(lOYR%l 

5808 
》

5004 

。円
5809 

突っ 。円

c三三二コ @向
υ 

‘J 

第53図 S 808・S809掘立柱建物跡

- 91一

if 
z 

第 3節 その他の時代の遺栂と遺物
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第 4}~t 調査の記H

2.0m 
2.0m 

1.9m 2.1m 

1.9m 

2.6m 

S 801 擁立柱建物跡模式悶

S 802 掘立柱建物跡模式図

2l9m 

2.甘m

2l6m 
2.7m 

2l9m 
2.9m 

S 803 掘立柱建物跡模式図
S 804 擁立柱建物跡模式図

第54図 S 801，...__S 804掘立柱建物跡模式函
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2.tim 

5805 掘立柱建物跡模式国

3.0m 

5807 掘立柱建物跡模式図

卜一ー
3.5m 

寸

2.15m 

S臼09 掘立柱建物跡模式図

tr】3E!'(j その他の11寺ftの遺構と造物

-. ~ III 
1 

扇~鐙
盤整，

寸

5806 擁立柱建物跡模式回

3.5m 

S日08 掘立柱建物跡模式密

5810 描立柱建物跡模式図

第55図 5805-----5810掘立柱立物跡模式図

- 93-



おう 4主主 ji1id交の記鉢

I~白し穴状遺構2 

(第56悶)S K T 0 1陥し穴状遺構

|立it土地山山上。間 I~ !'i[;長軌3.1111、 出0.71110市:の平坦地で倫111
1

で段をし、北 I，:~は L而|、'-30cmの白じになるにつれi偏狭くなる
ノ

j

一、
〈日

時
四
円

ふ
ム
/

斗
d

，F
Y
/
 

瓦
パ
小

/J‘ミ十
i
h

l
v
 

ち込む r宋さ 1.3m c: 五l(iJの東@所管は弓:[丈71ヲ成。

に混入し、る地山褐色土を

軌2.8m、短軸0.14m 0 

!きi版15)S K T 0 2陥し穴状遺構

に地山褐色混 L~がの緩斜i凶地で、検出。 遺構確認出は 21百下位面c

し、8m、知和"1.2m 厚く

vi 万l訂の北壁fitS:jKの洛ち 深さ 1.3m 0 ち込むのその形成、

の黒色 i二cに出入111層以ドl土地lLi褐色上を

.5mc tiJ軸0.1m t) 

E
ロ
て
N
円

I
Z

SKT02 

A 

一←'A

国

国

'A' 

E
D
o，
N
門
;
工

SKT 01 

:w渇色(1υY R~巧)
貨褐色(lOYR拓)
暗渇色(lOYR%) 
黄褐色(lOYR%J
黒褐色 (lOYRち)

}十32，10m-A'

1
i
q
L
q
J
A
A
Z
J
 

A-ー

%
五
%
%

R
R
R
R
 

Y
Y
Y
v
i
 

八
U

ハU

ハU

ハU

色
色
色
色

褐

褐

褐

田
中
…
暗
偽
盟
…

1
-
q
L
η
J
A
ι
τ
 

-
国田

村一32，OOmー→A《←ー

| j  
5 K TOl・5K T02焔し穴状遺構

- 94-

第56関



第 3mi その他のuiHi:のi針誌と造物

3 持

S D 0 1濯( 第57図)

に倹出された

I05竪穴住民i坊と重複する

にのびる詰ーで‘点{削Jう :;SD02~与と切り合っている。出担IJ ではS

不明となるが、 SD05~持と接続し i司ーの:?与となる可能性も

えられる c 上面I!Il:B42~28cmで、山4万向程たになる。底面の傾斜は西一束。 ~5i~ さ 8 -----18cmo 

Sむo2溝( 第57図)

調査戸:南東側に検出された北東一(11'1西にのびる溝口上回IIJ高110cm~70cmo 南方向程幅広くな

る。底的!の傾斜は北-P~-o 深さ 5"'-12cmo 

S D 0 3溝

cm-----L5cmo南方

S D 0 4溝

のびる溝で三It端は調在区i人j してし、る。 _L面111高57

ーくなる c 民而の傾斜LUl二一1110深さ 4------12cm" 

調査|三曲側に検出さ hた南北にのびる蒔己 I…位jll塙はほぼ a 定で-70cmoI底面の傾斜は北一時:10

深さ 6~'18cm。表土層での観察から現代に近い時期に掘りこまれたものと考えられる。

S D 0 5溝

に検出さhた。 溝は西側で二股に分かれ、一一方は北側に向っ りば斗

ける。東側はSI05住居跡の部分で南におれ、幅広くかっ深くなって南進する。土面幅は42~10

Ocm。底面の傾斜は西束。深さ 8----45cmo 

S D 0 6溝

の西側に検出された市-北vこのびる溝u __j二面IIJ両は71~ 120cmo の傾斜は!有一北。

深さ 5~12cmo 

S D 0 7溝(第57図j

の南東側に検出された南…北にのびる

深さ 5----20cmo SD02~専の途中から分離しており、

S D 0 8溝

調査区の南東側に検出された南-北にのびる

さ10cmハ

4 遺構外出

上面IIJ高は50~90cm。底面の傾斜は北-南。

は向ーの溝とも考えられる。

上面IIJ日 15~24cm。底面の傾斜は北一南。

調査区中央部区域の 2 ら1 龍泉窯系青磁椀のi高台奇1;破片である
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第 4ifi 調去の記録
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第 li:m 火山灰分析

第 5章理化学的分析

第 1節火山灰分析

能代市上の山 II遺跡の火山灰分析結果について

群馬大学教育学部 新井房夫

1. 超音波水洗@乾燥処理した 3試料について、鉱物組成、火山ガラスの形態の特徴、本質

物質とみなせる火山ガラスおよびアリカリ長石の屈折率特性を記載しfこ(第11表)。

2. 3試料ともごく細粒のガラス質火山灰で、本質物質とみなせる火山カn ラスおよびアルカ

リ長石の屈折率特性はよく一致し、火山ガラスの形態@粒度の特徴ともあわせて、白頭山一苫

小牧火山灰 (B-Tm)に対比(同定)できる。

した重鉱物、石英などの結品粒は比較的粗粒の破片からなりそれらの大部分は周辺土

層からの混交物とみなせるもので、この火山灰層を特徴づけるものではない。

3試料中では、 S109が最も高純度で、 S1 16~ S 1 17の/1買に不純となる。

3. B-T m火山灰は東北地方北部~北海道南部の京域に分布するアルカリ岩質粒ガラス質

火山灰で、西方の日本海海底にも広く追跡され、給源は白頭山と考えられている。その年代は

これまでに知られた考古遺跡との関係から約800----900年前と推定されている。

4. 高純度な SI09、 S1 16の火山ガラス形態的特徴を示す顕徴鏡写真を付す。

平均最大粒径0.3mm前後のごく薄手の軽石型(センイ状~スジの入るもの)を主とし、バブ

ル型(平板状にみえる)を伴う。またやや淡色を帯び、ることが特徴である。

99 -



第11表上の山11遺跡火山灰分析結果
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第 8章まとめ

上の山口遺跡は東西650m、南二iヒ300mの範囲に及ぶ広大な遺跡であり、本年度はこのうち沢

地に面する南側の一部を調査したものである。東側は昭和58年度に調査されており、平安時代

の集落跡である事が確認されている口

調査の結果、本遺跡、は主として平安時代に営まれた集落跡で、ある事が判明した。以…ド、遺跡

の特徴について、検出された遺構及び出土遺物を混じえながら下記に述べたい。

1 .検出された遺構について。竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土境、陥し穴状遺構、溝及び土

器埋設遺構が確認された。この内本項では竪穴住居跡、擁立柱建物跡、土壊について記載する。

竪穴住居跡はすべて平安時代に属し、その構造に類似性を持つものが多いu 柱穴はいずれも

壁柱穴を基本としており、 4本の隅柱と偶柱間に中間の柱を持つものが多い。又、壁溝を有す

るものも多く、平面形態が長々形のものは全ての遺構に伴う。カマドは各辺壁の端に寄せて構

されておれその設定基準として辺壁長を 4等分し、その 1方の側部分に設定される傾向を

持つC カマドの主軸方向(燃焼方向)は、南東、北東、及び南方向であれこのうち南東のも
(註 1)

のが最も多い。この事は本地域の風向と揖接な係りを持っと思われ、同時に地形的には斜面下

に向けて煙出し部を設定する傾向がみられる。そのM3 遺構の床面中央部に径 1~2.7m の

楕円形の掘り凹みが検出されたり S101、09竪穴住居跡では堆積土層の観察から住居跡に伴うも
(註2)

のと考えられ、SI11についてもその可能性が考慮される。その使用hι法としては、床面が板敷と

考える事によって、床下の収納施設としての利用が考えられる。又、 S103、S106竪穴住居跡の

場合は、床面が 1段凹んでおり、前者はカマドに付随した作業雫問、後者は間仕切り部分と思

われ住居跡内における空間の使い分けが行なわれていたと考えられる。

掘立柱建物跡については、 51事が梁もしくは桁行部分に柱穴を介した布掘り状の溝を伴うも

のであるが本遺構で検出された建物跡についてはその構築の時期を明確にすることが出来なかっ

た口しかし時期を考慮する上で次の様な事を確認しており、今後の類例と兼ね合わせ参考とし

ていきたい。一部の柱穴の掘り方埋土及び溝から土師器杯片が少量出ごとしている。又、 SB05

建物跡の西但u梁行部分に伴う溝はS104竪穴住居跡と重複するが、住居跡の堆積土にその痕跡は

観察されなかった事で、ある。布掘り蒋を伴う建物跡については本県では平安時代と考えられて
(註3) 

いる北の林II遺跡で確認されているのみである。しかし近i立に属するものとしては岩手県で数
(註4) (註 5) 

例検出されており(天沼 I遺跡、下猿田 W遺跡)、布掘り溝の用途として「壁の構造や設計段階
(註6)

の縄張りに関連する可能性がある」とし、加えて地域的な工法例とも られている。



土墳は形態、確認面、堆積土状況の類似から、 L、ずれも平安時代に属すると られる。こ

のうち多くの土墳から焼土、炭化物が検出されている。その中でも多量に検出さ*lたものにつ

いてみると、ニ次的な堆積や投げ込み等によるもののK07) の他、明らかに土境内で火熱作

業を行ったもの (SK05• 10 • 12 • 13 • 16 • 25 • 28 • 29) がある D 後者の場合L、ずれも

もしくは堆積士の一部が火熱により硬化しており、その他内部に多量の炭化物や炭化材が

している (SK10・1旬、多量の土器を出土、その一部は 2次加熱により部分的に赤変して

いるのK26・44)¥鉄棒を出土するのK28)等の特徴を持つものがある。加えてSKI0• 25 • 28 0 

29では底面に地ILI褐色混土を人為的に埋め民し閉めて、その上面を火床面として利用しており、

土墳が火熱を目的とする用途のため構築された事を示している。

2.出土遺物について。本遺跡から出土した遺物は土器が縄文土器(前期 e 後期@晩期)、土

師器、須恵器、陶磁器としては緑馳陶器、青磁があり、その他土製品として土錘、フイコの羽

口がある。石器は石匙等の定形石器、石製品として砥石がある。これらのうち出ト慣が多いの

は平安時代の遺物で中でも土師器が最も多L、:須恵器は完形のものが高台付皿形土器 1i毘であ

り、その{也は破片で量は少なし、。本項では土師器について記述すると共に、 し、ヵヘ

県内における集落跡からの出土としては希少な緑勅陶器についても合わせて記載する。

土師器のうち護は遺構内外から多量に出上した。器体は器高25cm以上の比較的大形のものと

それ以下の小型のものに大別される。大型で、はm可部がややふくらんで立ち上るものが多く、小

型では制部はより緩やかなふくらみを示すものと、 ち上るものとがある。 1::1縁音I~は

幅が 3cm半上の広いものと、それ以下のものとがあれ前者では多くの場合口縁部に丁寧な横

ナデが施されており、形状は、くの字形にやや強く屈折するものが多い。後者では横ナデが施

され今たものの他、指で摘み出したままの粗雑なっくりのものも多く、多くの場合比較的緩やか

に外反する。器面調整は、外出ーではへラナデ、ヘラケズリを臨しており、少量でもはあるがタタ

キ具の痕跡、を留めているものもある。この場合内面には刷毛昌痕が認められる。成形はロクロ

によるものが小型の斐にみられるが数は少ない。又、底面が砂底であるものも比較的多く出土

している。

杯は遺構内より多く出土している。底部は①いずれも回転糸切りによる切り離しで、

である。器形は休部が直線的に立ち上るもの、①やや内湾しながら曲線的に立ち上るものと、

その飽①底部がやや厚くつくられ、体部下半が外反気味に立ち上ってー担緩く毘曲し、その後

曲線状に立ち上るものとがある。 11縁部は①では直線的なものが多し、。①では直線的の他、経

く外傾したり、上半でわすかにくびれその後強く外反するもの等があり、量的には外傾する場

合が多い。①の場合はいずれも緩く外傾する。その他高台を付するものも少量ある。高台は低

いものと、外側に向って開いた高いものとがあり前者で、は内面に黒色処理を施す杯が多く後者
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は杯音ßが浅い血状を呈する。口径を 1 とした場合の底径比率は①が0.38----0.49、⑦が0.33~0.

47となり、そのうち①では0.41~0.43、①では0.35~0.39のも も多い。①では0.33~0.

41で、その多くは o.3台である。又、遺構から出土した杯について、その共伴関係をみてみる

と、①、①、①いずれの場合も共伴するが全体において①の占める比率は少なく、量的には①

が多い。又、①のうち口縁部が強く外反するものは数も少なく、出土する遺構もSI01、13竪穴

住居跡に隈られる。同様に①についてもSI01、15竪穴住居跡1にのみ検出されてし、る。

緑馳陶器は、椀の被片で 3個出土している。いずれも遺構内より出士しているが、このうち

SK44のものは出土層が明確で、なく、重複するSIl5竪穴住居跡に伴う事も考えられる c この場

緑軸陶器の出土するSI01、SIl5両竪穴住居跡は、出土遺物である土師器杯が上記分類①に

るものであり、かっこれらの遺構のみに出土している事から、緑粕陶器についても①の土

師器杯と限定された形で‘共伴する事が想定される。又、緑粕陶器は近江系で、その生産は短期

間のものであり、その使用期間を考慮、しでも、 10世紀後半を中心に11佐紀初頭までに眼られる

ら、共伴する遺物についての良好な年代資料となろう。

3. 火山灰について。検出された火山灰は粉状で、黄白色の色調を呈しており、分析の結果

苫小牧火山灰と判明した。この火山灰は東北地方北部から北海道南部にわたって広く分布して
(註7) 

おれその供給源は韓国 a 北朝鮮国境の白頭山と考えられている。噴出年代は11----12世紀後半

に;想定されている c 本遺跡では 2棟の竪穴住居跡から検出されており、 SI07竪穴住居跡では堆

に、 SI09竪穴住居跡では床面直上に薄く層として観察される。この事から火111灰は 2

棟の佐活跡が廃絶した後に降下堆積したと考えられるが、 SI09竪穴住居跡で、は住居跡廃絶と火

山灰降下の間における時間的稿りは極めて短いものと忠われる c

最後に本遺跡の年代は次の様に考えられる口遺物のうち土師器杯の多くは全て回転糸切り無

もので、所謂須恵 系土器であり、これら杯と共伴する経税陶器は限られた期間内に生

されたものである事、さらに苫小牧火山灰が検出された遺構については、その廃絶した時期

が火山灰降ドよりもやや以前である事等から、主として平安時代中葉の10世紀後半を中心とし

た時期に生活が営まれたものと考えられる。

1 秋j干1J県内における沿岸地域の風向 (昭和37年)

1月一北西 2月一西北西 3月一西北西 4月一東南東 5月 南東 6月一

7月一南東 8月一南東 9月一南東 10月一東南東 日月一北西 12月一北西
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註 2 秋田県教育委員会「下乳牛遺跡Jr東北縦貫自動車道発掘調査報告書xu1984(昭和

59年)緊穴住居跡より敷板材が検出されている。

3 秋田県教育委員会「北の林II遺跡J r東北自動車道発掘調査報告書Nj 1982 

(昭和57年)

註 4 (財)岩手県埋蔵文化財センター「天沼遺跡JU御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書』

1984(昭和59年)

5 (財)岩手県埋蔵文化財センタ-I下猿田 W遺跡J U御所ダム

1984(昭和59年)

註 6 高橋興右衛門「岩手県に於けh る中 e 近世の掘立柱建物跡Jr (財)岩手県埋蔵文化財七

ンタ一紀要 1j 1983(昭和58年)

註 7 新井房夫「テフラと日本考古学J r古文化財に関する保存学と人文@白然科学』

1984(昭和59年)

8 白鳥良一 「多賀城出土土器の変遷J r宮城県多賀城調査研究所 a 研究紀要四j 1980 

(昭和55年)
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図版 1 上ノ山II遺跡周辺地形(航空写真)
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図版16 竪穴住居跡出土漬物 (土師緑 ・ ~Jt!控訴}
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図版17 R穴住居跡出土遺物(土師鵠)
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図版18 竪穴住居跡土摘出土遺物 ・遺構外出土遺物(土師畿)
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図版19 笠穴住居跡出土遺物 ・遺精外出土温物{石総・石製品 ・土製品・量産製品)



図版20 臼...舛出土遺物(主輪・石総)
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